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は じ め に
一情報 メデ ィアセンターの新 しい試み一
名古屋情報 メデ ィアセンター長 坂 東 昌 子
2005年12月22日、 その 日は朝 か ら雪が ち らっ き、 夜か ら大雪 に な るとい う予 報 で した。 そん な
中1情 報 メデ ィアセ ン ターの新 しい企画で あ るプ レゼ ンテ ーシ ョンコンテス ト 〔以 ド、 プ レコン)が
車道 コンベ ンシ ョンホ ール で開催 され ま した。 また、12月21日 に は、豊橋 校舎 で 「情報活 用 コンテ
ス ト」 の表彰式 が行 われ ました。
今回の企画 の紹介 を します と、 プ レコンはパ ワーポ イン トや フラ ッシ ュなどのプ レゼ ンテーシ ョン
ッールを活用 した、学生 のプ レゼ ンテ ーシ ョンを競 うコンテス トです。一方 、情報活 用 コンテ ス トは
Webペー ジやWebプ ログ ラ ミング、 コンピ ュー タグ ラフ ィックス等 を使 った作品 の コンテス トです。
こ うした新 しい試 みは、 名古屋 ・豊 橋の 両情報 メデ ィアセ ンター(以 一ド、 メデ ィアセ ンター)で 始
ま りま した。 旧情報 処理 セ ン ター(以 下 、 セ ンター)が 、2⑪04年度 か ら 「情報 メデ ィアセ ン ター」
と名称 を改 めてtよ うや く新体制 での企画 が動 きは じめ ま した。
時代 は今、 動画 の時代 に突入 しっっ あ り、 パ ワーポ イン トだけで な くビデ オ映像 も取 り入れ た教材
が 少 しず っですが、本学 で も試 み られ るよ うにな りました。 かって愛知大学 で 「情報 処理教育」 とい
うものが 姶 ま った時代 に、 「と もか くコ ンピ ュー タに慣 れ るに は、学 生達 に タイピ ングの練 習を!」
を 目標 に、 セ ン ターで さまざ まな議論 を重 ね ま した。 あ る時、 私 の知 人が使 って いた 「ベ ー シ ック」
とい う簡 単なプ ログ ラム言語 で作 った タイピング練習 ソフ トが ある ことを知 り1「それ をい ただけ ま
せんか二 とお願 い して、使わ せていただ くことか らスター トし、 その タイピング ソフ トのプ ログ ラム
を愛知 大学 の事 惜に あわ せて の改良 を重 ね1試 行錯 誤の結 果 セ ン ターの相談 員 た ち と一緒'に愛 大版
一タイピ
ング ソフ ト」を 開発 し、 完成 させ た ことを思 い 出 します。 あ の頃は、 ど この大学 で も情 報処
理 教育 を手 探 りでや って いた時代 で、皆 で知恵 を出 し合 い支え あ って授 業を進 めてい ました。 そ もそ
も、情報 は独 占する もので はな く、共有 す るためにあ ります。 ひ ょっとした ら情報 とい うものの原点
には、黎 明期 のセ ンターにあ った よ うな精 神が みなぎ っていたのか もしれ ませ ん。
当時 は1高 価 な コンピュー タを購入 す るのは大 変 なこ とで した。 コンピュー タがど うして も欲 しい
とい って、親 に頼 んで 「借用証 」を書 いて買 って もらった学生 もい ましたが、 ほ とんど の学 生は コ ン
ピ ュー タを使 いたければ セン ター に行 くしか なか った時代 で した。 セ ンターには当時か ら学 生の助 け
も必要 とい うこ とで、一相 談 員」 制度 があ りましたが、相談 員達 は、 自分 の仕事 の時 間帯 で な くて も
セン ターにや って きて いま した。 そんな相 談員 の中か ら1高 度 な情報 処理技術 を身 にっけて、今 もそ
れを仕事 に してい るプ ロが何 人かお ります。 当時の セ ンター にはいっ も人が集 まり1新 しい技術知識
の交換 や ソ フ トの評 価を議論 す る雰囲 気が あ りました。 こうい う集 団の中で、 当時の情報処 理教育 の
一翼 を担 った タイピング ソフ トの よ うな作 品が生 まれ たのです。 あの頃、学生 のみ なさんの ダイピ ン




さて1プ レコン ・情報活用コンテス トの話 に戻 りますが、これらのコンテストの素材を作るために
は、動画などを入れようとすると、ち ょっと高度なソフ トや機材が必要になってきます。幸い、 メ
デ ィアセンターには現在みなさんが コンテストの素材を作るためのソフ トや機材が揃 っています。今
回のプ レコン ・情報活用コンテストを契機に、 メディアセンターが再び人の集まる場 として意義のあ
る時代になったのかもしれません。そうすると、センターに人が集 っていた時代のような、活気ある
メデ ィアセンターが戻って くるとい うことにもつなが ります。人が集 まれば、どうしたらうまいプレ
ゼ ンや作品がで きるか、といった交流が始 まり、交流が始 まるとさらに高い目標に向かってみんなの
中に共同作業が始 まります。人が集 まることこそ、最大の創造活動のための条件なのです。ですか
ら、できるだけ 「ちょっとよっていこうかな」 と思わせるような環境が必要です。 もう1つ、1998年
に名古屋校舎のセンターが名古屋図書館の上の階というずいぶんと奥まった場所に移動 してしまいま
した。 こうなると、学生が授業の帰 りにちょっと立ち寄るには遠いのです。図書館の上の階にあると
いう構造は、残念なが ら人が集まりやすい環境ではありません。それでも、何 らかのモテ ィベーショ
ンがあれば人は集 まるで しょう。今、私が思 うのは、人が集まり、交流が始 まり、そして共同作業に
よって、 メディアを駆使 した教材や教育研究ができる環境づ くりです。
プレコン・情報活用 コンテス トではたくさんの学生達が工夫を凝 らして、発表して くれました。 そ
して、プレコンに至 っては雪の 日にもかかわらず、熱気あふれる発表を して くれました。採点を引き
受 けて くださった皆様 のご協力に感謝す るとともに、2006年度は、もっと持続的な取 り組みに して
いきたいと思っています。ゼ ミやサークルの皆さんが、た くさん応募して活躍 して くれることを願 っ
ています。
センターの中にあるメデ ィア教育開発室は、プ レコン ・情報活用コンテス トをはじめとした活動 の
準備ができる中心的な役割を担 っていきたいと思 っています。そ して1多 くの皆さんの目にふれるだ
けでな く、今まで以上に知的好奇心や目標設定への意識を高揚できるメデ ィアセンターを目指 して、
今後 ますますの努力を続けていきたいと思 っています。
